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支援後の生活状況

「引きこもり」状態であった
9名のうち8名が

社会交流を回復した。

利用開始前の生活状況
注）面談を実施したが、継続支援に繋がらなかった3名が別途にいる。



発表者

事業名

特定非営利活動法人スコップ

【keep step】キミと一緒に育つ場所「学校に行かなくても給食が食べられる」事業

支援対象者別の月ごとの利用推移

【応用行動分析学によるトレンド分析】

標的行動として、「教室
に来ること」と定める。
その回数を月ごとにカ
ウントし、棒グラフを作
成。トレンド（傾向）を分
析し、トレンドタイプ4種
に分ける。
それぞれのタイプごと
のインタビュー内容をま
とめた。
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逆境的小児期体験・10項目
（Adverse Childhood Experiences, ACE）

1. 十分な食事が与えられない、衣服が汚れている、あるいは
守ってくれる人や世話してくれる人がいないと感じた。

2. 離婚、育児放棄、死亡などの理由で、親をなくした。
3. うつ病、精神疾患、自殺者未遂をした人と生活していたこと
がある。

4. アルコール中毒や薬物中毒（処方薬を含む）を患っている人
と生活していたことがある。

5. 家にいる親や大人が、お互いに突き飛ばしたり、殴ったり、
叩いたり、あるいは危害を加えたり、脅したりしたことがあ
る。

6. 収監された、あるいは実刑判決を受けた人と生活したこと
がある。

7. 家にいる親や大人が、あなたを罵ったり、侮辱したり、けな
したことがある。

8. 家にいある親や大人が、あなたを叩く、殴る、蹴るなどの肉
体的な暴力を加えたことがある。

9. 家族のだれからも愛されている、あるいは特別な存在だと
思われたことがないと感じる。

10.自分が望まない性的接触を強制されたことがある。
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【keep step】は、当団体にとって、初めての助成プロジェクトです。
大きなチャンスを頂き、新しい方々との出会いにワクワクする日々に喜びを感じ、社会
貢献活動団体の「責任」を新たにするきっかけになりました。

本プロジェクトは、①逆境的小児期体験を持つお子さん（ACE児）と、②学習ニーズが
高いお子さんを除けば、短期間に「就学・就職」に繋がる実績を示すことができたと考え
ています。

私たちスコップは、医療・福祉専門職による社会貢献活動団体です。今回の経験を活か
し、今後は、 ACE児を対象としたより個別性と難易度高い新規プロジェクトの計画を考
えています。

「みんなで幸せになる」ためにできることをひとつずつ。


